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令和５年度 政務調査研究報告書      （様式Ｃ） 

会 派 名 日本共産党 支出伝票№  

事 業 名 地元産材の有効な活用について 

事業区分（該当へ○） 
①調査研究費 ②研修費   ③広報費   ④広聴費  ⑤陳情等活動費  
⑥会議費    ⑦資料作成費 ⑧資料購入費 ⑨人件費  ⑩事務所費 

(１) この事業の目的：どんな課題を解決するため あるいは誰・何を対象に何を意図するのか 
・「木育」×「ふるさと体験」をコンセプトにしているおもちゃ美術館の見学 
 

(２) 実施概要 
調査・研修の場合の

実施日時と 
訪問先・主催者 

日時 訪問先・主催者等 
令和  ５年 ７月 ２４ 日 
１０時００分～１１時００分 

木曽おもちゃ美術館 

報

告

内

容 
・ 
実

施

し

た

こ

と 

１ 視察先（市町村等）の概要 
木曽町は、平成 17 年 11 月 1 日に木曽福島町・日義村・開田村・三岳村の 4 町村が合併して誕生しま

した。 4,799 世帯 人口 10,051 人 
木曽町は長野県の南西部に位置し、長野県内町村では最大面積 476.03 平方 km で総面積の 90％を山

林が占める緑豊かな山間の町です。 西に木曽御嶽山、東には中央アルプス木曽駒ケ岳がそびえています。

町の中央には木曽川が流れ、その流域に沿って国道 19 号と JR 中央本線（中央西線）が走っています。

木曽町全体としては、夏と冬、昼と夜の寒暖の差が大きい内陸性気候で、四季折々の自然風景が人々の

暮らしや生活環境を支えています。 
 
２ 視察内容 
・木曽おもちゃ美術館見学 
木曽おもちゃ美術館のコンセプト 

１，「遊び」と「体験」のコラボレーション 
・旧黒川小学校を活用したふるさと体験 
築 90 年余になる木造校舎。伝統と、木の素晴らしさを感じるこの場所で、そば打ち・味噌づくり・朴

葉巻き・すんき漬けなどの郷土食体験、機織りほか工芸体験など、木曽の伝統文化にふれる体験がで

きる。これら「ふるさと体験」メニューに「木のおもちゃの魅力」を加えて、多くのファミリーに笑

顔と思い出を育む体験型の美術館を目指しています。 
 
２，親子で楽しむ「多世代交流」 
・みんなで交流 
おもちゃ美術館は、実際におもちゃを手にとって遊べる体験型の美術館。世代を問わず楽しむことが

できる。また、館内には赤いエプロンをきた「おもちゃ学芸員(ボランティアスタッフ)」の 方が、お

もちゃの遊び方を教えてくれます。来館者もスタッフも、みんなで交流を楽しむ美術館です。 
 
３，地域の木材で作り伝える「木育」 
・木曽五木 
木曽五木(きそごぼく)は、「木曽ヒノキ」はじめ「アスナロ」「ネズコ」「サワラ」「コウヤマキ」の５種

類です。木々は立派に育ち、豊かな森林をつくりだし、水や空気や自然環境を整えて木曽谷を潤しま
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す。木曽の材木は古来より重宝されてきました。おもちゃ美術館では建築材はじめ内装・家具にも木

曽産材をふんだんに使用します。良質な木材と巧みな技術により、来館者が楽しみながら木の魅力や

温もりを体感できる「木育」おもちゃ美術館です。 
４，木工の楽しさ魅力を伝える 
・木工体験 
おもちゃ美術館の館内での木工体験はもちろん、美術館と一緒に 新しい木工房の設置を進めていま

す。おもちゃ美術館で使用する おもちゃの製作はもちろん、長年培われてきた確かな木工技術を県内

外まで伝えるべく、新たな木工振興の拠点となるよう整備を進めています。 

感
想
（
ま
と
め
）・
市
に
活
か
せ
る
こ
と
等 

・施設全体が木のぬくもりが伝わるつくりとなっている。 
 
・大人も子どもも時間を忘れて遊べるいろいろなおもちゃがある。旧黒川小学校で行われている体験企
画も時間があれば参加してみたいと思った。 

 

 

（３）この事業実施後の対応及び方向性 

・会派として調査継続中。 
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令和５年度 政務調査研究報告書      （様式Ｃ） 

会 派 名 日本共産党 支出伝票№  

事 業 名 新産業技術推進事業と森林事業について 

事業区分（該当へ○） 
①調査研究費 ②研修費   ③広報費   ④広聴費  ⑤陳情等活動費  
⑥会議費    ⑦資料作成費 ⑧資料購入費 ⑨人件費  ⑩事務所費 

(１) この事業の目的：どんな課題を解決するため あるいは誰・何を対象に何を意図するのか 
・「ソーシャル・フォレストリー都市」をするなど一歩進んだ森林計画を策定していたと聞く。現在の取り組

み事例などを参考に検討材料としたい。 
・地域課題となっている高齢者や免許返納者などの交通弱者支援について他地区の先進事例を学び、当地域

においてどんな事業展開が可能かを検討する。 
(２) 実施概要 
調査・研修の場合の

実施日時と 
訪問先・主催者 

日時 訪問先・主催者等 
令和  ５年 ７月 ２４ 日 
１４時００分～１６時００分 

伊那市農林部耕地林務課 伊藤補佐・酒井室長 
伊那市企画政策課 福澤係長 

報
告
内
容
・
実
施
し
た
こ
と 

１ 視察先（市町村等）の概要 
長野県の南部に位置し、南アルプスを境に山梨県と静岡県に接し、中央アルプスを境に木曽地域と隣接。 
飯田市から最寄りのスターバックスがあり、若者が通っている。 
28426 世帯、人口 65647 人、総面積：667.93 平方キロメートル 
２ 視察内容 
・伊那市の地域材（産材）利活用について    
〇50 年の森林ビジョン計画の概要と取り組み 
① 森林ビジョンについて 
② 木棺販売など地域産材の利活用の今後 
☆森林ビジョンの主な取り組み 
・ゾーニング 
「山地保全・水保全ゾーン」「生物多様性・文化ゾーン」「コミュニティゾーン」「木材生産ゾーン」の 4 つ
に分ける 

・エントトリーツリーの植樹 
エントリーツリーとは、地域の人口造林地において、もっとも成長が優れた気として選抜された「精英樹」
のうち、優良なもの同士を人工交配してその中からさらに優れた個体を選んだものです。従来種より成長速
度が１，５倍あり、早期に目的の太さまで達します。 
その他、ドローンによる森林資源量把握、インキュベーション施設（伊那市産学官連携施設（（inadanisees））
の設置等 

 
☆産材活用＜３つのポイント＞ 
・ウッドギフトからウッドエンドまでシームレスに事業を展開。 
・「山（森林）が富と雇用を支える 50 年後の伊那市」という基本理念を掲げる。 
・地域全体に対して森林・木材への意識高揚を図っている。 
＜内容＞ 
＜ウッドギフト＞ 
誕生祝品（平成 24 年度から）赤ちゃんと保護者に、木のぬくもりを感じ親しんでもらい、植物や自然、環境
への意識を育むための取組。 
＜ウッドライフ＞ 
・地域材を使用した工作教室の実施（平成 25 年度から）子どもから大人までが、暮らしと木との関わりにつ
いて考える習慣や、森林や里山、木に関する様々な知識や経験を、木を使った工作を通じて楽しく身につけ
るための学習活動。 

・親子で校舎内廊下の腰壁板の張り替え（平成 26 年度から） 
・学習机天板張替：市内小学校にて実施（参加者：小学４年生と保護者）（平成 26 年度から） 
・地域産材を使用した住宅等の提案地域材利用促進と、移住・定住の促進を図るため、短期間のお試し暮らし
ができる「田舎暮らしモデルハウス」と、豊かな自然に囲まれた「サテライトオフィス」を建築。実際に利
用してもらう中で、木と地域の良さを感じてもらう。 
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報
告
内
容
・
実
施
し
た
こ
と 

＜ウッドエンド＞ 
・地域材を活用した木棺の製作研究「故人と、同じ時間、同じ空間を生きた地域材と旅立ち」に対する地域産
材を使用した木棺の製作。カラマツ製、ヒノキ製の２樹種により製品化し販売。 
 
〇タクシー代の一部負担について      
・免許返納者への対応をどのように検討されてきたか 
・財源をどのように確保していくのか 
・始まってからの利用状況と今後について 
・その他移動困難者への支援策は 
☆取り組みへの経過 

R2年 4月 市域の広い伊那市において、周辺部に居住する高齢者、障碍者、免許返納者などの皆さんが、市街

地に集中する医療機関への通院や、商業施設への買い物などへの外出を支援するため、ドアツードアの乗合デ

マンドタクシー（ぐるっとタクシー）の運行を開始、段階的にエリアを拡充し、R3年 10月から市街地を除く

市内全域にお住いの方が利用可能に 

R4年 8月 ぐるっとタクシーの利用対象外である市街地居住者を対象に、市街地の範囲内で一般タクシーを利

用した場合の運賃補助「市街地デジタルタクシー」の実証を開始し、R5年 4月から本格実施に移行。 

デジタルタクシーの説明文には「伊那市では恒例の方やお身体が不自由な方などの交通弱者に対する支援事業

として、市街地域の住民の皆さんに対するタクシー利用補助事業を実施していると明記されている。 

 

☆財源の確保は？ 

・ぐるっとタクシー ・・・乗り合いタクシーの為、特別交付税（地方バス等の運行維持費）の対象となり、

最大 8割が措置されている。 

・市街地デジタルタクシー ・・・近隣 3市町村で構成している定住自立圏の事業に位置付けており、特別交

付税により 8割が措置されている。 

アプリの導入は、地方創生特別交付金で（当時）出ていたものを利用。 

事業の効果 

・ぐるっとタクシーが出来て、病院に行きやすくなった 69％ 

              買い物に困らなくなった 30％ 

              免許を返納した     19％  の回答があった。 

☆利用方法、対象者など 

ぐるっとタクシー 

対象者：高齢者、障害者、難病患者、運転免許返納者等 

利用体系：事前登録制 

利用料：電話予約 500 円 

ウェブ or ケーブルＴＶ 予約 300 円 

障害者、難病患者、運転免許返納者 250 円 

運行体系：エリア運行（所在地域～中心市街地） 

運行日：月曜日～金曜日 

運行時間：午前 9 時～午後３時 

車両台数：２エリア共用計４台（計 12 台） 
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報
告
内
容
・
実
施
し
た
こ
と 

デジタルタクシー 

対象者：ぐるっとタクシーと同 

利用料一般 500 円 

障害者、難病患者、運転免許返納者２５０ 円 

※上記金額を超える部分は公費負担（現物給付）適用 

運行体系：単独運行（中心市街地内のみ） 

適用日：月曜日 金曜日 

適用時間： 午前 9 時～午後 ３時 

適用台数： 30 台 

運行プロトコル 

利用者：ユーザー登録カード 「でかけま証」を提示 

        ↓ 

運転手：ＱＲコードリーダーにて読取（本人確認） 

 

☆その他の支援策は 

・モバイルクリニック 

・ゆうあいマーケット 

 

感
想
（
ま
と
め
）・
市
に
活
か
せ
る
こ
と
等 

・先端技術を活用した取り組みは大いに検討の余地がある。 

・林業にも福祉サービスにもドローンが利活用されている。 

・ぐるっとタクシーは在宅サービスのフォーマルサービスとして認識されており、介護現場でも大きな役割を

果たしていると聞く。 

・国からの補助金をタイミングよく使えたことが大きな導入への後押しとなった。 

・市の財政支援は大きなものがあるので、決断が必要である。 

 

（３）この事業実施後の対応及び方向性 

・会派として調査継続中。 
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